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「
国
宝
医
書
目
録
」
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
、
一
三
三
四
号
（
一
九
三

四
）
Ｊ

石
原
明
「
明
堂
経
に
つ
い
て
」
、
『
漢
方
』
一
巻
四
号
（
一
九
五
二
）
に

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
〕

石
原
明
「
梶
原
性
全
の
生
涯
と
そ
の
著
書
（
二
）
」
、
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
、
六
巻
四
号
（
一
九
五
六
）
〕

室
町
写
本
〕
巻
一
・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
〕

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

２

一
九
八
○
年
九
月
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
世
界
麻
酔

学
会
に
お
い
て
、
「
麻
酔
科
学
の
過
去
と
未
来
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
席
上
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
初

１

昨
年
の
本
総
会
で
、
演
者
は
世
界
で
最
初
の
麻
酔
科
学
の
単
行
本

と
そ
の
著
者
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
報
告
し

た
が
、
今
回
は
、
そ
の
著
書
に
遅
れ
る
こ
と
数
ヶ
月
し
て
発
行
さ
れ

た
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
の
「
○
昌
昏
①
旨
苛
匙
昌
ご
口
具
号
の
ぐ
名
○
巨
吋
ａ

の
忌
日
旨
い
昌
唱
ｏ
匙
○
月
司
貝
］
○
場
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
と
そ
の
麻
酔
科
学

の
業
績
１
１
ｌ
と
く
に
そ
の
著
書
《
↑
○
邑

庁
き
①
芦
邑
｝
］
四
目
色
感
○
ご
○
命
ほ
ぼ
①
ぐ
四
℃
○
匡
禺
○
｛

只
琶
①
時
』
ご
望
胃
唱
ｏ
巴
○
℃
①
忌
呉
さ
ロ
の
》
》
に
つ

い
て

松
木

明

知
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３

ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
は
一
八
一
三
年
ヨ
ー
ク
に
農
家
の
子
と
し
て
生

ま
れ
、
十
四
歳
で
ハ
ー
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
医
師
の
許
に
弟
子
入
り
し
、

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
王
立
病
院
な
ど
に
勤
務
し
た
後
、
ロ
ン
ド
ン
に

出
、
一
八
三
八
年
に
は
王
立
外
科
学
会
会
員
と
な
っ
た
。

一
八
四
一
年
医
師
と
な
っ
て
は
じ
め
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
が
、

新
生
児
の
仮
死
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
四
六
年
十
二
月
十
九
日
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の

情
報
が
英
国
へ
伝
え
ら
れ
た
が
、
呼
吸
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
ス
ノ

ー
の
耳
に
も
、
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
こ
と
が
達
し
た
に
違
い
な
い
。

代
の
麻
酔
科
学
教
授
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ツ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は
、

英
国
の
麻
酔
科
学
が
世
界
的
に
も
高
い
水
準
に
あ
る
の
は
ジ
ョ
ン
・

ス
ノ
ー
に
負
う
所
が
大
で
あ
る
と
、
彼
の
業
績
を
激
賞
し
、
麻
酔
科

学
を
学
ぶ
も
の
は
す
べ
か
ら
く
、
前
述
し
た
ス
ノ
ー
の
著
書
を
熟
読

す
べ
き
と
し
た
。

演
者
は
右
の
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
の
著
名
入
り
の
本
を
入
手
し
、
さ

ら
に
ロ
ン
〃
ド
ン
で
彼
の
事
績
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
二
、
三
の
新
知
見
を
発
見
し
た
。

ス
ノ
ー
が
麻
酔
科
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
臨
床
を
開
始
し
て
か

ら
半
年
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
Ｂ
５
判
八
十
九
頁
の
本
に
ま
と

め
て
出
版
し
た
。

内
容
は
、
序
文
（
一
八
四
七
年
九
月
）
、
麻
酔
深
度
の
五
期
分
類
、

導
入
・
覚
醒
時
の
深
度
に
つ
い
て
の
記
載
、
エ
ー
テ
ル
吸
入
器
と
構

造
、
広
い
気
道
と
容
易
な
呼
吸
の
必
要
性
、
吸
入
に
適
し
た
エ
ー
テ

ル
の
性
状
、
吸
入
エ
ー
テ
ル
薬
、
吸
入
方
法
、
体
位
、
エ
ー
テ
ル
に

よ
る
興
奮
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
、

大
学
病
院
で
ス
ノ
ー
が
麻
酔
を
行
っ
た
症
例
の
リ
ス
ト
と
附
録
が
附

さ
れ
て
い
る
。

英
国
に
お
い
て
エ
ー
テ
ル
麻
酔
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
歯
科

医
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
診
療
室
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
当
時
の
ス
ノ
ー
の

住
居
か
ら
す
ぐ
近
く
て
あ
っ
た
。
ま
た
ス
ノ
ー
の
勤
務
し
て
い
た
病

院
で
も
十
二
月
二
十
一
日
エ
ー
テ
ル
麻
酔
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ス
ノ
ー
は
臨
床
麻
酔
に
興
味
を
も
ち
、
世
界
で

最
初
の
麻
酔
専
門
医
と
な
っ
た
。
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中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
ス
ノ
ー
が
麻
酔
の
深
度
を
五
期
に
分
類

し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
現
在
わ
れ
わ
れ
が
用
い
て
い
る
ゲ
デ
ル

の
麻
酔
深
度
の
先
駆
的
業
績
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
一
つ
を
取
り
上
げ

て
も
、
い
か
に
ス
ノ
ー
が
臨
床
的
観
察
が
す
ぐ
れ
て
い
た
か
が
理
解

一
」
割
も
、

も

さ
れ
る
。

ス
ノ
ー
が
い
つ
か
ら
麻
酔
科
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
か
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

従
来
の
研
究
で
は
、
本
書
に
見
る
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
に
お

け
る
ス
ノ
ー
麻
酔
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
最
初
の
例
は
一
八
四
七
年
一

月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
よ
り
丁
度
一
ヶ
月
前
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
診
療
室
に
ス

ノ
ー
が
赴
い
て
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
見
学
し
て
い
る
事
実
を
演
者
は
発

見
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ス
ノ
ー
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
当
初
か
ら
非
常
な
興

味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
演
者
が
新
し
く
発
見
し
た
史
料
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

後
漢
末
か
ら
魏
・
晋
間
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
張
仲
景
医

書
」
に
由
来
し
、
現
代
に
単
行
本
と
し
て
伝
存
す
る
の
は
、
『
傷
寒

論
』
『
金
置
要
略
』
『
金
匿
玉
函
経
』
の
三
書
の
み
で
あ
る
。
し
か
も

北
宋
政
府
校
正
医
書
局
が
こ
の
三
害
を
校
刊
す
る
以
前
の
伝
承
経
緯

は
極
め
て
不
明
瞭
な
た
め
、
各
害
に
成
立
当
時
の
旧
態
が
ど
の
程
度

保
持
さ
れ
て
い
る
か
は
常
に
疑
問
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
目
録
学
的
研
究
に
加
え
て
、
歴
代
の
文
献

に
記
録
さ
れ
て
い
る
快
文
と
の
校
勘
を
行
な
え
ば
、
あ
る
程
度
ま
で

推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
た
め
に
は
、
成
立

と
現
伝
の
経
緯
が
明
ら
か
で
、
宋
以
前
に
「
張
仲
景
医
書
」
の
快
文

が
引
用
さ
れ
た
文
献
が
必
要
で
あ
る
。

『
図
経
本
草
』
は
北
宋
の
嘉
祐
六
年
（
一
○
六
一
）
に
太
常
博
士
の

蘇
頌
が
完
成
、
翌
嘉
祐
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
薬
図
と
解
説
か
ら
な
る

『
図
経
本
草
』
所
引
の
「
張
仲
景
医
善
」

に
つ
い
て

真

柳

誠
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